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  p６ まちづくりプラン施策評価

  p８ 条例・請願・賛否態度 
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9 

月 

定 

例 

会

　
令
和
２
年
第
３
回
定
例
会
が
、
９
月
２
日
か
ら
16
日
ま
で
の
15
日
間
の
会
期
で

開
か
れ
ま
し
た
。
令
和
元
年
度
「
一
般
会
計
」「
特
別
会
計
」「
水
道
事
業
会
計
」

の
決
算
の
認
定
を
は
じ
め
、
条
例
改
正
、
令
和
２
年
度
補
正
予
算
、
そ
の
他
の
議

案
が
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
に
認
定
・
可
決
し
ま
し
た
。
請
願
は
6

件
提
出
さ
れ
、
４
件
は
採
択
、
２
件
は
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

 

歳
入

 

総
額

　

一
般
会
計
は
、「
Ｊ
Ａ
柿

工
房
」
の
増
設
の
交
付
金
５

億
８
１
９
７
万
円
と
工
業
団

地
の
整
備
と
そ
の
売
払
も
あ

り
、
前
年
度
と
比
較
し
て
、

歳
入
で
11
・
１
％
増
額
・
歳

出
で
10
・
３
％
増
額
の
決
算

と
な
り
ま
し
た
。

 

歳
入 　
前
年
度
に
比
べ
、

町
民
税
０
・
３
％
増
、
固
定

資
産
税
１
・
７
％
増
で
町
税

全
体
は
１
・
２
％
増
で
し

た
。
ふ
る
さ
と
元
気
づ
く
り

寄
付
金
は
、
制
度
改
正
へ
の

対
応
の
遅
れ
か
ら
、
前
年
に

比
べ
３
億
７
４
６
４
万
円
減

額
の
２
億
８
０
万
円
で
し

た
。

 

歳
出 　
主
な
も
の
は
、

ふ
る
さ
と
元
気
づ
く
り
寄
付

推
進
事
業　
９
７
５
６
万
円

　
　
２
億
８
３
６
９
万
円
減

下
市
田
工
業
団
地
整
備

　
　
　
５
億
６
３
７
４
万
円

一
般
廃
棄
物
収
集
処
理
事
業

　
　
　
　
　
５
７
５
４
万
円

町
民
体
育
館
屋
根
の
改
修

　
　
　
　
　
７
８
９
６
万
円

小
学
校
エ
ア
コ
ン
設
置
工
事

南
小　
９
２
２
３
万
円

北
小　
６
９
８
２
万
円

で
し
た
。

     　72億5219  万円を認定
78
億
６
５
８
４
万
円

ふ
る
さ
と
寄
付
大
幅
減

基金の総額　　20億8538万円 
　　　　　　前年比１億　394万円増　

一般会計
財政調整基金 6億1470万円
減債基金 1111万円
地域福祉基金 7267万円
公共施設整備更新基金 6億  147万円
ふるさと元気づくり基金 3億7309万円
発電設備管理基金 84万円
ケーブルテレビ放送施設基金 3188万円
森林環境基金 137万円

特別会計
国民健康保険財政調整基金 1億7910万円
介護保険支払準備基金 9682万円
下水道基金 1億  234万円

一般会計基金(預金)残高合計

17億  712万円
一般会計町債(借金)残高合計

58億6333万円
内 交付税見込額 35億9307万円

財 政 健 全 化 4 指 標
財政力指数 0.416 0.006向上自力で行えているか判断する指標

経常収支比率 81.2% 2.4%改善使い道が決まっている割合

実質公債費比率 9.9% 3.0%改善今年度の借金返済の重み

将来負担比率 64.0% 15.4%改善将来支払うべき借金返済の重み

財　政　状　況

 残
高
（
億
円
）

 

基金（預金）と町債（借金）の年度末残高
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一
般
会
計
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9 

月 

定 

例 

会

     　72億5219  万円を認定
令和元年度 決算

歳入
7８億6584万円

歳出

町税　14億3722万円
町民税・固定資産税など

町税　14億3722万円
町民税・固定資産税など

※自主財源41.6％
町で集めるお金

※自主財源41.6％
町で集めるお金

※依存財源58.4％
国・県・借入金
に頼るお金

※依存財源58.4％
国・県・借入金
に頼るお金

その他7541万円
議会費など

その他7541万円
議会費など

公債費
5 億 2438 万円
町債の返済など

公債費
5 億 2438 万円
町債の返済など

教育費
7 億 4319 万円
給食や小中学校
体育施設の維持管理

教育費
7 億 4319 万円
給食や小中学校
体育施設の維持管理

土木費
4 億 2274 万円
道路・河川・

公園の整備・維持

土木費
4 億 2274 万円
道路・河川・

公園の整備・維持

農林水産業費
8 億 1777 万円
農業・林業振興など

農林水産業費
8 億 1777 万円
農業・林業振興など

商工費
6 億 9671 万円

商工業業振興・工業団地の整備

商工費
6 億 9671 万円

商工業業振興・工業団地の整備

消防費
2億4715万円

消防費
2億4715万円

衛生費
7 億 3297 万円

予防接種・検針・ゴミ処理など

衛生費
7 億 3297 万円

予防接種・検針・ゴミ処理など

1万円未満で４捨５入1万円未満で４捨５入

繰入金　1億9976万円
各種基金から

繰入金　1億9976万円
各種基金から

寄付金　2億  220万円
ふるさと元気づくり寄付金など
寄付金　2億  220万円
ふるさと元気づくり寄付金など

その他自主財源　14億3450万円
使用料・手数料・財産収入・繰越金など
その他自主財源　14億3450万円
使用料・手数料・財産収入・繰越金など

町債　4億5720万円
国や銀行から借りるお金
町債　4億5720万円
国や銀行から借りるお金

国庫支出金
5 億 6963 万円
国からの補助金

国庫支出金
5 億 6963 万円
国からの補助金

県支出金
10 億   113 万円
県からの補助金など

県支出金
10 億   113 万円
県からの補助金など

その他依存財源
4 億　932 万円
地方譲与税・

地方消費税交付金など

その他依存財源
4 億　932 万円
地方譲与税・

地方消費税交付金など

民生費
18 億 1960 万円
高齢者・障がい者・
保育園など

民生費
18 億 1960 万円
高齢者・障がい者・
保育園など

総務費
11 億 7228 万円

庁舎管理や
ふるさと寄付推進など

総務費
11 億 7228 万円

庁舎管理や
ふるさと寄付推進など

地方交付税
21 億 5489 万円
行政格差の解消のため
国から交付されるお金

地方交付税
21 億 5489 万円
行政格差の解消のため
国から交付されるお金

歳 出
総 額

会計区分
特　別　会　計 企業会計

国民健康保険事業 後期高齢者医療 介護保険 農業集落排水事業 公共下水道事業 水道事業（損益）

歳　入（収益）12億5843万円 1億5872万円 13億6672万円 3億3215万円 5億8454万円 2億7567万円

前年度比較増減 △1809万円 472万円 5002万円 △3464万円 2464万円 △445万円

歳　出（費用）12億3798万円 1億5862万円 12億  962万円 3億1547万円 5億4194万円 1億7484万円

前年度比較増減 503万円 466万円 2965万円 △3194万円 1273万円 135万円

差引残高 2045万円 10万円 1億5710万円 1668万円 4260万円 1億　 83万円
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9 

月 

定 

例 

会

 

職
員
の
人
事
及
び  

　
　
　

　
　 

給
与
等
の
管
理
事
務           

 
質
問 　
昇
格
試
験
受
験
者

15
人
と
あ
る
が
、
昇
格
試
験

は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る

の
か
。

 

回
答 　
主
査
以
下
は
、必
要

な
在
職
年
数
を
経
過
し
た
時

点
で
必
ず
全
員
受
験
す
る
。

　
係
長
以
上
は
、必
要
な
在
職

年
数
を
経
過
し
た
時
点
で
受

験
勧
奨
を
行
い
、
本
人
の
希

望
に
よ
り
受
験
す
る
。
試
験

は
小
論
文
で
行
っ
て
い
る
。

 

文
書
の
収
受
と 

　
　
　 

　 
     

管
理
等
に
関
す
る
事
務       

 

質
問 　
文
書
目
録
シ
ス
テ

ム
の
導
入
委
託
１
２
７
万
円

と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
改

善
さ
れ
た
の
か
。

 

回
答 　
庁
内
に
お
け
る
意

思
決
定
文
書
を
一
元
管
理

し
、
決
め
ら
れ
た
文
書
種
別

や
保
存
年
限
に
応
じ
て
保
存

し
て
い
る
。
今
ま
で
は
文
書

を
す
ぐ
に
探
す
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
が
、
保
存
文
書
を

 

あ
っ
た
か
て
ら
す
運
営
事
業 

 

質
問 　
２
年
目
と
な
り
、

来
所
者
１
万
８
千
人
余
・
相

談
件
数
は
１
２
８
件
と
な
っ

て
い
る
が
、
運
営
面
で
変

わ
っ
て
き
て
い
る
事
は
。

 

回
答 　
初
め
の
頃
は
プ
レ

イ
ル
ー
ム
の
運
営
が
主
と
な

っ
て
い
た
。本
年
度
か
ら
は
、

子
ど
も
家
庭
総
合
拠
点
室
と

し
て
専
門
員
を
置
き
、子
育

て
相
談
に
十
分
対
応
で
き
る

体
制
整
備
を
行
っ
て
い
る
。

 

災
害
時
要
援
護
者
　  

　
　

  

台
帳
シ
ス
テ
ム
管
理
事
業  

 
質
問 　
要
援
護
者
台
帳
は

ど
の
よ
う
に
作
成
し
て
い
る

の
か
。

 

回
答 　
住
民
基
本
台
帳
と

介
護
保
険
シ
ス
テ
ム
の
情
報

等
を
基
に
作
成
し
て
い
る
。

毎
年
更
新
し
、
新
た
な
該
当

者
に
は
、
名
簿
へ
の
掲
載
の

同
意
を
確
認
し
て
い
る
。

全
体
会
で
の

第
一
分
科
会
に
関
す
る
質
問

 
 

総
務
課

 

自
治
組
織
運
営
支
援
に
つ
い
て 

 

質
問 　
講
師
謝
礼
１
５
０
万
円
と
、
吉
田
南
地

区
の
実
績
や
効
果
は
。

 

回
答 　
１
５
０
万
円
は
高
橋
寛
治
先
生
へ
の
謝

礼
で
あ
り
、
全
額
特
別
交
付
税
を
充
て
て
い
る
。

吉
田
南
地
区
検
討
会
は
月
２
回
程
実
施
し
て
い

る
。
現
在
は
、「
自
治
組
織
は
み
ん
な
が
集
ま
っ

て
地
域
を
良
く
し
て
い
く
た
め
の
組
織
」
と
の
考

え
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
今
後
は
、
吉
田
南
検

討
会
に
、
他
地
域
か
ら
の
見
学
者
を
受
け
入
れ
、

良
い
点
を
広
め
る
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
く
。

 

町
税
の
徴
収
実
績
　
　
　     

　
　 

た
ば
こ
税
に
つ
い
て     

 

質
問 　

 

た
ば
こ
税
収
は
６

８
９
８
万
円
だ
っ
た
。
コ
ン

ビ
ニ
や
ス
ー
パ
ー
で
買
っ
た

場
合
は
ど
う
な
る
の
か
。 

回
答 　

町
内
の
た
ば
こ
取

扱
店
が
仕
入
れ
た
場
合
は
町

の
税
収
に
な
る
が
、
コ
ン
ビ

ニ
や
パ
チ
ン
コ
店
な
ど
、
本

部
で
一
括
仕
入
れ
し
町
内
の

店
舗
へ
配
布
し
た
場
合
は
、

仕
入
れ
た
本
部
の
自
治
体
の

税
収
と
な
る
。

第
一
分
科
会（
総
務
民
生
）

　
　
　
　
主
な
審
議
内
容　
　
　
　

 決算審査　　　　　　　　　

決算審査全体会　  令和元年度決算に 　ついて「町長の想い」を問う　9月11日　   

 

総
務
課

 

教
育
委
員
会

 

健
康
福
祉
課

 

税
務
会
計
課

　審査の日程
９月２日：決算審査特別委員会全体会（審査方法・日程等の確認）　

　　 ９月３　：決算審査特別委員会分科会　　　〜４日
　　 ９月11日：決算審査特別委員会全体会

す
ぐ
に
見
つ
け
ら
れ
る
。

活動の広がりが期待されるあったかてらす

　全体に係　　わる質問
 質問 　令和元年度の決算を終えて、「町長の想い」 があればお聞きしたい。
 町長 　令和元年度に予定していた事業は着手・完 了したものがほとんどである。まちづくり懇

談会などで新しい声を聞きながら補正等を 行ってきた。
 質問 　令和の時代に入り、課単位では対応できな い事例が数多く出ている。副町長が重要になっ

てくる。副町長のもとに人員を配置しても 良いのではないか。
 町長 　横断的な取組みのとりまとめは課長会の役 割で、毎朝課長会をやって対応している。副町

長部局をつくることについては、全体の予 算と町の規模を考えていかなければならない。
現在、早稲田大学マニュフェスト研究所に その部分も含めて意見を求めている。

 質問    令和元年度からSDGｓ等が出てきて、町の 将来像が複雑になってきた。町長の考えは。
 町長 　きっかけづくりは町でやり、町民の意見を 吸い上げていくことはできるだろう。最終的

には町民の自治力が試されることになると 思っている。
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全
体
会
で
の

第
二
分
科
会
に
関
す
る
質
問

 

建
設
課

 

農
業
加
工
施
設
建
設
の
断
念
に
か
か
わ
っ
て 

 

質
問 　
平
成
30
年
度
に
農
業
加
工
施
設
の
建
設

を
断
念
し
た
。
す
で
に
県
が
支
払
い
を
済
ま
せ
た

設
計
料
６
０
０
万
円
余
の
町
負
担
に
つ
い
て
、
県

に
問
い
合
わ
せ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
そ

の
後
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

 

回
答 　
県
か
ら
清
算
金
返
金
の
指
示
は
な
い
。

「
中
山
間
地
整
備
事
業
」
の
関
係
か
ら
秋
か
ら
冬

に
決
定
が
あ
り
通
知
が
来
る
と
思
わ
れ
る
。
県
の

判
断
を
待
っ
て
い
る
状
況
。

 

熱
中
小
学
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業 

 

質
問 　
前
年
よ
り
1
千
万

円
近
く
経
費
が
増
加
し
て
い

る
が
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。 

回
答 　

ふ
る
さ
と
納
税
事

務
委
託
の
準
備
で
1
名
臨
時

職
員
を
雇
用
し
て
い
た
こ
と

に
よ
り
人
件
費
が
約
2
百
万

円
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
営
等

支
援
で
は
、
熱
中
通
販
の
サ

イ
ト
構
築
委
託
料
の
約
９
０

０
万
円
増
が
主
な
も
の
。         

第
二
分
科
会（
産
業
建
設
）

　
　
　
　
主
な
審
議
内
容　
　
　
　

 決算審査　　　　　　　　　

決算審査全体会　  令和元年度決算に 　ついて「町長の想い」を問う　9月11日　   

9 

月 

定 

例 

会

 

環
境
水
道
課

 

産
業
課

 

建
設
課

決算審査とは
・議会が可決した予算が適正に執行

されたかどうかを審査する。
・審査の結果は、令和３年度の予算

編成や行政施策に生かされる。

 

天
竜
川
か
わ
ま
ち
づ
く
り
事
業 

 

質
問 　
か
わ
ま
ち
づ
く
り

協
議
負
担
金
60
万
５
千
円
は

ど
の
よ
う
な
内
容
か
。
ま

た
、
協
議
会
以
外
の
団
体
に

も
支
出
し
て
い
る
か
。

 

回
答 　
負
担
金
は
協
議
会

の
設
立
時
の
運
営
費
と
し

て
、
長
野
県
地
域
発
元
気
づ

く
り
支
援
金
と
併
せ
て
支

出
。
他
団
体
に
も
協
議
会
等

の
立
ち
上
げ
時
に
活
動
原
資

を
負
担
す
る
例
は
あ
っ
た
。

 

質
問 　
令
和
２
年
度
予
算

に
は
該
当
の
支
出
が
な
い
の

は
。

 

回
答 　
協
議
会
に
は
、
当

初
の
原
資
を
基
に
自
立
し
て

運
営
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

 

自
然
環
境
調
査
事
業 

 

質
問 　
「
高
森
町
の
動
植

物
」（
印
刷
製
本
費
２
３
４

万
円
）
が
発
刊
さ
れ
た
。
た

町
民
研
修
セ
ン
タ
ー   
　
　  

　
　
　 

森
の
家
管
理
事
業  

 

質
問 　
管
理
委
託
料
が
３

３
４
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

前
年
ま
で
の
指
定
管
理
と
業

務
管
理
委
託
の
違
い
は
。

 

回
答 　
指
定
管
理
は
、
利

用
料
金
の
収
受
や
自
主
事

業
も
任
せ
た
包
括
的
な
委

託
。
業
務
委
託
は
、
料
金
は

町
が
公
金
と
し
て
直
接
扱
う

な
ど
、
委
託
す
る
範
囲
は
限

定
的
と
な
っ
て
い
る
。

か
も
り
生
き
も
の
し
ら
べ
は

継
続
す
る
の
か
。

 

回
答 　
今
年
度
も
水
生
生

物
調
査
、
サ
ワ
ガ
ニ
と
り
、

冬
の
探
鳥
会
な
ど
を
予
定
し

て
い
る
。

　全体に係　　わる質問
 質問 　令和元年度の決算を終えて、「町長の想い」 があればお聞きしたい。
 町長 　令和元年度に予定していた事業は着手・完 了したものがほとんどである。まちづくり懇

談会などで新しい声を聞きながら補正等を 行ってきた。
 質問 　令和の時代に入り、課単位では対応できな い事例が数多く出ている。副町長が重要になっ

てくる。副町長のもとに人員を配置しても 良いのではないか。
 町長 　横断的な取組みのとりまとめは課長会の役 割で、毎朝課長会をやって対応している。副町

長部局をつくることについては、全体の予 算と町の規模を考えていかなければならない。
現在、早稲田大学マニュフェスト研究所に その部分も含めて意見を求めている。

 質問    令和元年度からSDGｓ等が出てきて、町の 将来像が複雑になってきた。町長の考えは。
 町長 　きっかけづくりは町でやり、町民の意見を 吸い上げていくことはできるだろう。最終的

には町民の自治力が試されることになると 思っている。

 

公
共
下
水
道
理
解
促
進
事
業 

 

質
問 　
下
水
道
推
進
補
助

金
と
し
て
、『
黒
沢
下
の
会
』

に
支
払
い
を
し
て
い
る
が
経

過
や
会
の
様
子
は
ど
う
か
。 

回
答 　

公
共
下
水
道
浄
化

セ
ン
タ
ー
建
設
時
に
お
い

て
、
周
辺
地
権
者
及
び
耕
作

者
の
皆
さ
ん
で
組
織
さ
れ
た

会
。
会
に
は
周
辺
の
草
刈
や

用
水
路
清
掃
な
ど
、
浄
化
セ

ン
タ
ー
周
辺
管
理
・
下
水
道

推
進
の
た
め
の
協
力
を
い
た

だ
い
て
い
る
。

『高森の動植物』刊行報告会
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ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
評
価

まちづくりプランの施策評価会議
　定例会に合わせて、「第６次振興総合計画まちづくりプラン（２０１５年～２０２０年）」の計画終了による評
価会議が開催されました。５年間に渡る「第６次まちづくりプラン」に係る施策への取組概要と、役場全体で審
議、検討された施策評価結果についての説明を受けました。
　今回の施策評価が「第７次振興総合計画（２０２０年～２０２９年）」の策定に関係する重要な評価・指標と
なることもあり、『成果指標』の根拠や『指標数値』の整合性、さらには町民の立場を考えた政策・施策の適格、
妥当性などについて質疑･意見が多く出され、予定時間を越えての審議となりました。

（注）第6次まちづくりプランでは、A〜Hに分類された8政策を達成させるため、21の施策を位置づけ、73の「成果指標」を設けています。

政策A 町の良さを知り、
伝えるまちづくり 施策目的 都市に住む人がUIターンにより高森町に定住する。

 質問 　　Uターンしたが一旦町外に住み、その後高森町に転入した人は、Uターンの数値にカウントされるか。
 回答 　　飯田、下伊那以外から転入した人の数字のみで、経由した後の転入はカウントされない。

政策B 子どもの育ちを家庭と
地域で支え合う環境づくり 施策目的 子どもが心身ともに健康に安全に育つ。

 質問 　　中学校２年生の学習意欲につながるのは、小学校6年生の時点で、小学校までの学習が身についている
ことが求められるが、取り組みはなされているか。

 回答 　　小学校6年生については、全国学力テストにより学校が結果を分析して、今後の取り組みを教育委員会
と共に考えている。今後ICT教育を活用することにより授業改善ができる要因になると考える。

政策D 障がい者にやさしいまち 施策目的 障がい者が地域で生き生きと生活できる。

 質問 　　役場の障がい者雇用率（令和2年度）はどうなっているのか。
 回答 　　町部局では1人の雇用で、法定雇用数を達成している。教育委員会部局では達成できていない。

政策F 適正な土地利用と景観の保全 施策目的 計画期間中に整備を計画した段丘林の面積に対し、
整備された割合

 質問 　　城坂の竹林整備は完了していることになっているが、現在細い竹が出ており、整備完了とは判断でき
ないと思われるが整備実績値をどう判断したか。

 回答 　　細い竹は伐採をして、広葉樹を植樹する計画を今年度立てている。整備面積は1.5haで完了している。
その後植樹をして完了ということになる。

政策G 災害に向き合い、
備えるまちづくり 施策目的 町民の生命財産が火災や自然災害から守られる。

 質問 　　食糧備蓄を行っている住民の割合は44.8％だが、意識を高めるためにどんな取り組みを行ってきた
か。

 回答 　　具体的なアプローチはしていない。ハザードマップをご案内するときに、非常持ち出し品の案内をし
ている。また、様々な周知の中でもご案内をしている。

政策H 行政サービスの向上 施策目的 町と町職員が町民に信頼される、親切で丁寧なサー
ビスをする。

 質問 　　コロナ禍により、顔対顔のサービスができない。これからはオンライン、デジタル対応を考えていかな
いとサービスの向上が難しいのではないか。

 回答 　　顔が見えなくてもネット上で得られれば、職員の対応よりも良いといった価値観の方も増えると思
う。きちんとした職員の対応もしつつ、ご指摘の取組も研究していきたいと考えている。

質疑・意見続出

（注）
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コ
ロ
ナ
関
連
予
算

第3弾対策費２億6164万円
　歳入　国庫支出金………………………………………………  １億８０７８万円
　　　　県支出金  ………………………………………………………２８７５万円
　　 　  その他（商品券売払収入） ……………………………………３９００万円
　　　　一般財源………………………………………………………  １３１１万円

 町民生活関係 
　新型コロナ感染症抗原検査費用助成（抗原検査費用の助成） …………… ３９１万円
　県外学生応援（第１弾に続く支援） ………………………………………… １４９万円
　新型コロナとインフルエンザの同時流行回避（子どもと高齢者の予防接種） … １３１４万円

 商工農関係 
　プレミアム商品券発行（１万円分活気アップ商品券） …………… １億３５６３万円
　町内循環キャッシュレス決済普及（ふくまるポイントシステム導入） … ８４１万円
　総合ECシステム構築（電子商取引と実店舗のシステム構築） …………… ５９４万円
　公共交通事業者広域連携支援（高速バス運行事業者へ補助支援） ……… ２９５万円
　タクシー事業者コロナ対策補助金（１台２０万円交付） ………………… ２１０万円

 医療介護関係 
　介護施設事業者支援（マスク・防護服など購入費用・第２弾継続） …… ３９４万円
　民間保育所保育士慰労金支給（職員に慰労金支給） ……………………… １５０万円
　町内医療機関支援（感染防止対策等支援のため上限１００万円補助） １１００万円
　健康センターあさぎり管理運営補助（事業継続補助） …………………… ３７４万円
　地域医療支援（休日夜間の救急医療体制維持のための負担金） ………… ３４０万円

 教育関係 
　ICT教育推進（電子黒板整備） …………………………………………… ３４６５万円

 その他 
　町民体育館社会体育施設のトイレ水洗化（手洗い自動水栓の整備） …… ２１３万円
　子育て施設等安心利用促進（非接触式体温計・空気清浄機設置） ……… ２４０万円
　杉の木ホールトイレ設置（あさぎりの郷と区別する専用トイレ設置） … １７６０万円
　役場庁舎感染症対策（オフィスレイアウト改修実施設計） ……………… ６０５万円

　　　 国庫支出金 …………………………………………… １７億   ４５５万円
　 　　県支出金 ……………………………………………………… ２８７５万円
　 　　その他（寄付金・地方債など） ……………………………… ６１８６万円
　 　　一般財源 ……………………………………………………… ７７７６万円

　
8
月
・
9
月
の
臨
時
会
・
定
例
会
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
と
し
て
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
3
号
）（
第
4
号
）（
第
5
号
）
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容

は
感
染
拡
大
防
止
・
医
療
介
護
従
事
者
支
援
・
社
会
経
済
活
動
活
性
化
な
ど
引
き
続

き
町
民
生
活
に
関
す
る
も
の
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

 　
　
　
　

  

関
わ
る
補
正
予
算

第１弾～第３弾の対策費
合計19億 152万円

※新型コロナウイルス感染症に係る予算について
・主な事業（１００万円以上）のみ掲載しています。
・第１弾・第２弾のものについては掲載してありません。



「義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充」を
求める請願 採択

「国の責任による35人以下学級推進と教育
予算の増額」を求める請願 採択

「複式学級の編成基準の改善、教職員定数
増」を求める請願 採択

「へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等
支給率を近隣県並みの水準に戻すこと」を
長野県知事に求める請願

採択

辺野古新基地建設工事に関する請願 不採択

国に対し「消費税率５％への引き下げを求
める意見書」の提出を求める請願 不採択

地方議会議員の年金制度への加入を求め
る意見書 採択

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う
地方財政の急激な悪化に対し地方税財源
の確保を求める意見書

採択

（8）

条
例
・
請
願
・
賛
否
・
補
正

8月臨時会・9月定例会議決結果

●令和元年度歳入・歳出決算の認定について　（提出議案は全員賛成で認定・可決されました）

件名 結果 内容
延滞金の見直しに伴う関係条例の整備に関する
条例の制定について 可決 地方税法改正に伴う名称の変更（特例基準割合を延滞

金特例基準割合に改める）

税条例の一部を改正する条例について 可決 イベントが中止等された前売り券の払い戻しを放棄す
ることで、寄付とする税優遇制度など

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営
に関する基準を定める条例の一部を改正する条例に
ついて

可決
子ども子育て支援法の一部改正に伴い、保育料の支払
いを満３歳未満に限定すること、食事の提供に要する
費用の取り扱いの変更など

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用
者負担に関する条例の一部を改正する条例について 可決 内閣府令に伴う用語の整理（支給認定保護者を教育・保

育給付認定保護者に改める）

家庭的保育事業の設備及び運営に関する基準を定め
る条例の一部を改正する条例について 可決

省令に伴い、保育所等との連携に関する見直しを行う
もので、町長が認めれば家庭的保育事業者が当該保育
終了後も連携協力できる

町道路線の廃止について 可決 下市田工業団地整備に伴い、下市田河原堤防下にある
官有地借用の道路を廃止する

町道路線の認定について 可決 農集排出原処理場進入道路の一部を、町道に認定する

一般会計決算 認定 歳出合計72億5219万円　前年比 10.3％増
国民健康保険事業特別会計決算 認定 歳出合計12億3798万円　前年比　0.4％減
後期高齢者医療特別会計決算 認定 歳出合計  1億5862万円　前年比　3.0％増
介護保険特別会計決算 認定 歳出合計12億  962万円　前年比　2.5％増
農業集落排水事業特別会計決算 認定 歳出合計 ３億1547万円　前年比　9.2％減
公共下水道事業特別会計決算 認定 歳出合計 ５億4194万円　前年比　2.4％増
水道事業会計決算 認定 当年度未処分利益剰余金　12億8844万円

水道事業会計未処分利益剰余金の処分について 可決 未処分利益剰余金の内6400万円を建設改良資金に積
み立て残金を繰り越す

三
浦
湯
沢
木
下 原 北

沢 林
小
平（
芳
）

岩
口
小
平（
一
）

城
子
本
島
宮
下
市
川
大
島

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

○ × × ○ ○ ○ ○ × × ○ × × × ―

○ × × ○ ○ ○ ○ × × ○ × × × ―

○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

●条例制定　（提出議案はすべて全員賛成で可決されました。）

辺野古新基地建設工事に関する請願
 反対意見 　普天間基地は沖縄県民にとって、非常に危険で
ある。住民の危険を最小限にするために基地建設移転に賛
同する。
 賛成意見 　水深90ｍもの埋め立ては、自然破壊につなが
る。沖縄県民の半数以上が基地建設に反対しており、民意を
反映することは当然である。
消費税５％への引き下げを求める請願
 反対意見 　５％に引き下げるデメリットのほうが大きい。景
気回復は一時的なもので、根本的な解決策にならない。
 賛成意見 　新型コロナウイルス感染症で景気が落ち込んで
いる。消費購買意欲を高めるためにも消費税は下げるべき。
地方議員の年金制度への加入を求める意見書
 反対意見 　現在の厚生年金制度は、個人と雇い主が掛け
金を折半する。町の支出が、年間270万円余になり、旧議
員共済年金受給者への支出も1000万円ある。町民の理解
を得るのは難しい。
 賛成意見 　全国町村議会議長会で働きかけている。議員
を志す新たな人材確保のためにも。厚生年金制度は必要。

※議長は賛否同数の場合のみ議長採決となり賛否を表明します。



原　　敏明……………………………………(P10)

・子どもたちのための保育に

三浦喜久夫……………………………………(P12)

・避難に結びつける態勢づくりを

小平　一博……………………………………(P13)

・地域にとって天伯峡ほたるは
・人事交流の効果は

木下　啓爾……………………………………(P11)

・地域へ出向いての健康把握へ

小平　芳幸……………………………………(P14)

・介護報酬上乗せ分に補助を
・町立保育園保育士の正規化は

湯沢　健彦……………………………………(P15)

・平和事業今後の運営方針は

宮下　浩二……………………………………(P16)

・行政手続のデジタル化の取組は

北沢　幸保……………………………………(P17)

・国が認めた上乗せ 全額町負担で

林　まゆみ……………………………………(P18)

・町が個別避難計画のリーダーに

　一般質問は議員が町の行財政全般にわたり、執行状況や将来
に対する考え方の説明を求め、執行機関に疑問点を質し、町政
運営をチェックすることが目的です。議員固有の機能として与え
られているもの。（６月定例会に続き、コロナ対策で時間短縮の
ため補足質問はしないことの申し合わせで行われました）

放送日：毎月第３月曜日～日曜日
7:00 9:00 13:00 17:00 19:00

11 月以降の担当者は次の各議員です
11 月　本島　　昭 　12 月　宮下　浩二

  １月　市川　信幸

「義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充」を
求める請願 採択

「国の責任による35人以下学級推進と教育
予算の増額」を求める請願 採択

「複式学級の編成基準の改善、教職員定数
増」を求める請願 採択

「へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等
支給率を近隣県並みの水準に戻すこと」を
長野県知事に求める請願

採択

辺野古新基地建設工事に関する請願 不採択

国に対し「消費税率５％への引き下げを求
める意見書」の提出を求める請願 不採択

地方議会議員の年金制度への加入を求め
る意見書 採択

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う
地方財政の急激な悪化に対し地方税財源
の確保を求める意見書

採択
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一 

般 

質 

問

●令和2年度補正予算について
　（提出議案は全員賛成で可決されました）

●請願・意見書の議員の賛否公開　

8月臨時会
一般会計補正予算（第３号） 可決１億5155万円追加、総額81億3980万円

９月定例会
一般会計補正予算（第４号） 可決
５億7213万円追加、総額87億1193万円
国民健康保険事業特別会計（第２号） 可決
795万円減額、総額13億  713万円
後期高齢者医療特別会計（第１号） 可決
５万円追加、総額を１億7592万円
介護保険特別会計（第１号） 可決
8710万円追加、総額14億8531万円
農業集落排水事業特別会計（第２号） 可決
1166万円追加、総額２億8127万円
公共下水道事業特別会計（第２号）

可決
収益的支出27万円増額補正
資本的収入・支出それぞれ111万円補正
未収金4500万円・未払い金3237万円に
改める
水道事業会計（第3号）

可決
収益的支出231万円増額補正
　　　　　　　費用の合計２億1128万円
資本的支出2035万円増額補正
　　　　　　　支出の合計２億  560万円
地域開発事業特別会計（第２号） 可決
1580万円減額、総額８億1258万円
一般会計補正予算（第５号） 可決
予備費で充当、予算金額の増減なし
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一 

般 

質 

問

子どもたちのための保育に

▽
質
問

　
当
町
で
は
、
保
育
園
の
建

設
と
大
規
模
改
修
の
計
画
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で

は
、
子
ど
も
に
と
っ
て
ど
ん

な
保
育
が
必
要
な
の
か
、
保

育
の
質
の
向
上
に
ど
う
取
り

組
む
か
検
討
し
、
子
ど
も
の

利
益
が
最
優
先
さ
れ
る
計
画

が
望
ま
れ
る
。

　
保
育
所
保
育
指
針
解
説
が

改
定
さ
れ
「
子
ど
も
が
主
体

性
を
発
揮
し
な
が
ら
育
つ
、

学
び
を
中
心
と
し
た
保
育
」

の
実
践
が
求
め
ら
れ
て
い
る

が
、
町
は
ど
ん
な
援
助
を
し

て
い
る
の
か
。

教
育
長

　
平
成
30
年
の
改
訂
で
は
、

心
身
の
健
康
や
人
と
の
関

わ
り
、
言
葉
・
感
性
な
ど
は

教育長 環境づくりに心がけている

生
活
や
遊
び
の
中
で
育
む
た

め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
「
遊

び
」
の
大
切
さ
が
示
さ
れ
て

お
り
、
町
立
保
育
園
に
お
い

て
も
、「
自
ら
遊
び
を
見
つ

け
、
遊
び
こ
む
」
保
育
を
実

践
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
保
護
者
に
対
し
て

も
「
遊
び
」
の
大
切
さ
や
子

ど
も
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
発

想
で
何
を
実
践
し
た
か
を
お

話
し
て
い
る
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
各
園
独
自
の

取
り
組
み
は
、
研
修
会
や
園

長
・
主
任
会
を
通
じ
て
全
職

員
に
共
有
し
な
が
ら
、
子
ど

も
た
ち
の
遊
び
へ
の
興
味
や

発
想
が
広
が
る
環
境
づ
く
り

に
心
が
け
て
い
る
。 

▽
質
問

　
新
み
つ
ば
保
育
園
の
民
間

で
の
建
設
は
、
現
在
の
町
立

保
育
園
を
廃
止
し
て
、
民
間

の
事
業
者
が
、
園
舎
、
運

営
者
、
保
育
者
、
保
育
の

内
容
な
ど
を
決
め
て
運
営
さ

れ
る
も
の
に
な
る
と
思
わ
れ

る
。
地
域
と
の
関
わ
り
合
い

や
保
育
の
継
続
性
に
つ
い
て

も
、
契
約
時
の
条
件
と
し
て

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

　
新
み
つ
ば
保
育
園
の
建
設

に
つ
い
て
は
、
ど
れ
ほ
ど
の

子
ど
も
を
、
ど
ん
な
ク
ラ
ス

編
制
で
、
地
域
の
方
々
と
ど

う
関
わ
り
合
っ
て
、
学
び
を

中
心
と
し
た
保
育
の
実
践
に

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か

を
決
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
必

要
な
園
舎
と
運
営
者
が
決

ま
っ
て
く
る
と
思
う
が
、
ど

ん
な
保
育
園
を
造
ろ
う
と
し

て
い
る
の
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
新
み
つ
ば
保
育
園
の
建
設

原
はら

 　 敏
とし

 明
あき

に
つ
い
て
は
、
現
在
、
検
討

会
を
設
置
し
て
建
設
地
の
選

定
を
、
進
め
た
い
と
考
え
て

い
る
。
そ
の
後
、
民
営
化
に

向
け
、
運
営
事
業
者
を
ど

の
よ
う
に
選
定
し
て
い
く
か

の
議
論
を
深
め
て
い
く
こ
と

に
な
る
。
定
員
は
１
２
０
名

を
予
定
し
て
い
る
。
ク
ラ
ス

編
制
、
地
域
と
の
関
わ
り
等

は
、
運
営
事
業
者
を
選
定
の

一
つ
の
要
件
に
な
る
。

　
ま
た
、
遊
び
や
学
び
を
中

心
と
し
た
保
育
は
、
保
育
所

指
針
等
で
も
現
在
示
さ
れ
い

る
。
ど
の
民
間
保
育
所
に
お

い
て
も
念
頭
に
あ
る
こ
と
で

あ
り
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、

保
育
理
念
・
保
育
目
標
な
ど

が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　

高
森
町
に
お
け
る
目
指

す
子
ど
も
像
を
共
有
い
た
だ

き
、
そ
の
実
現
方
法
は
、
各

民
間
保
育
所
の
や
り
方
で
進

め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
民

間
保
育
所
の
長
所
に
な
る
と

考
え
て
い
る
。

遊戯室の中に保育室があるみつば保育園
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一 

般 

質 

問

地
域
へ
出
向
い
て
の
健
康
把
握
へ

▽
質
問

　

７
月
31
日
現
在
、
高
森

町
の
高
齢
者
（
65
歳
以
上
）

は
４
１
０
７
名
。
第
７
次
振

興
総
合
計
画
の
「
シ
ニ
ア
が

成
熟
す
る
ま
ち
」
を
目
指
す

時
、
そ
の
基
盤
と
な
る
高
齢

者
の
健
康
状
態
を
把
握
す
る

こ
と
が
必
要
。
町
は
現
在
ど

の
よ
う
に
し
て
個
々
の
健
康

状
態
を
把
握
し
て
い
る
か
。

健
康
福
祉
課
長

　
高
齢
者
の
健
康
状
態
の
把

握
は
、
総
合
健
診
、
病
院
受

健
康
福
祉
課
長

サ
ロ
ン
な
ど
に
出
向
い
て
の
健
康
把
握

診
、
高
齢
者
宅
訪
問
、
民
生

児
童
委
員
や
ご
近
所
か
ら
の

連
絡
な
ど
。

〇
意
見

　
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
で

の
把
握
人
数
や
延
べ
人
数
で

は
な
く
、
町
の
高
齢
者
全
体

の
何
割
を
把
握
し
て
い
る
か

が
重
要
だ
と
考
え
る
。

▽
質
問

　
高
齢
者
の
健
康
を
み
ん
な

で
見
守
る
場
や
そ
の
情
報
共

有
を
位
置
づ
け
、
高
齢
者
に

「
多
く
の
場
」
で
「
多
く

の
人
」
が
声
を
か
け
る
。
自

分
を
気
に
か
け
て
く
れ
て
い

る
人
が
い
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
高
齢
者
は
元
気
に
な

る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
の
場

で
得
ら
れ
る
個
々
の
情
報

を
、
カ
ル
テ
の
よ
う
な
形
で

一
括
管
理
す
る
こ
と
な
ど
が

高
齢
者
の
健
康
を
把
握
す
る

の
に
効
果
的
だ
と
考
え
る

が
。健

康
福
祉
課
長

　
町
に
は
、
個
人
情
報
を
記

録
す
る
シ
ス
テ
ム
は
あ
る
。

ま
た
、
南
信
州
広
域
連
合

で
か
か
り
つ
け
医
、
訪
問
看

護
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
情

報
共
有
を
行
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
飯
田
市
立
病
院
で
試

験
導
入
中
の
「
電
子
カ
ル
テ

シ
ス
テ
ム
」
の
導
入
を
広
域

連
合
で
検
討
し
て
い
る
。
介

護
事
業
所
連
絡
会
で
も
、
要

介
護
者
の
情
報
共
有
の
必
要

性
が
指
摘
さ
れ
、
現
在
、

町
で
も
同
シ
ス
テ
ム
の
導
入

に
向
け
て
研
究
を
進
め
て
い

る
。

▽
質
問

　
第
７
次
振
興
総
合
計
画
、

「
第
６
次
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ

ン
の
振
り
返
り
」
で
は
、
高

齢
者
へ
の
個
々
の
ア
プ
ロ
ー

チ
と
無
関
心
層
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
を
挙
げ
て
い
る
。
そ

れ
は
、
健
康
行
事
や
健
康
診

断
等
で
の
健
康
把
握
か
ら
、

地
域
へ
と
出
向
い
て
の
健
康

把
握
へ
変
え
て
い
く
こ
と

か
。健

康
福
祉
課
長

　
高
齢
者
の
健
診
受
診
率
は

伸
び
悩
ん
で
い
る
の
が
現
状

で
あ
る
。
地
区
の
サ
ロ
ン
な

ど
に
出
向
い
て
健
康
把
握
に

努
め
て
い
く
。
ま
た
、
高
齢

者
訪
問
で
も
、
一
人
暮
ら
し

台
帳
を
基
に
、
行
政
の
手
が

入
っ
て
な
い
方
を
中
心
に
、

民
生
委
員
と
も
連
絡
を
取
り

木
きの

 下
した

 啓
けい

 爾
じ

な
が
ら
訪
問
事
業
を
展
開
し

て
い
く
。

▽
質
問

　

個
別
訪
問
を
実
施
し
、

健
康
状
態
や
血
圧
等
を
把
握

す
る
た
め
に
は
、
相
当
数
の

ス
タ
ッ
フ
が
必
要
で
あ
る
。

令
和
３
年
度
以
降
の
計
画
に

つ
い
て
、
そ
の
具
体
的
内
容

と
予
算
確
保
の
見
通
し
は
。

副
町
長

　
医
療
・
介
護
事
業
者
な
ど

と
も
調
整
を
取
り
つ
つ
、
町

と
し
て
必
要
な
人
材
確
保
は

計
画
的
に
行
う
。
当
面
は
、

フ
レ
イ
ル
予
防
を
行
う
た
め

に
も
、
町
民
全
体
へ
の
「
食

育
」
そ
し
て
「
栄
養
指
導
」

は
不
可
欠
に
な
る
と
判
断
し

て
い
る
。
令
和
３
年
度
の
管

理
栄
養
士
１
名
の
正
規
採
用

に
つ
い
て
現
在
調
整
中
。

集団健康スクリーニング

（注）　
フ
レ
イ
ル

　
高
齢
者
が
要
介
護
と
な
ら
な

い
こ
と
を
目
的
と
す
る
概
念

（注）
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一 

般 

質 

問

避難に結びつける態勢づくりを

▽
質
問

　
避
難
の
際
、
空
振
り
が
続

く
と
、
人
間
の
脳
は
「
今
回

も
大
丈
夫
だ
ろ
う
」
と
い
う

「
正
常
性
バ
イ
ア
ス
」
が

働
い
て
し
ま
う
そ
う
で
す
。

避
難
の
際
「
空
振
り
は
素
振

り
の
練
習
」
こ
の
一
言
が
大

切
と
思
う
が
。

総
務
課
長

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

の
大
蔵
さ
ん
か
ら
「
避
難
し

て
何
も
起
こ
ら
な
か
っ
た
と

し
て
も
、
そ
れ
は
空
振
り
で

な
く
本
番
に
向
け
た
素
振
り

の
練
習
」
と
お
話
を
い
た
だ

い
た
。
多
く
の
防
災
に
関
す

る
学
者
も
同
様
に
、
避
難
す

る
行
動
の
意
味
と
重
要
性
を

説
い
て
い
る
。
こ
の
言
葉
を

町
民
の
皆
さ
ん
に
伝
え
た
い
。

総務課長 避難時の「空振りは素振りの練習」

▽
質
問

　
住
ん
で
い
る
地
域
を
知
る

こ
と
で
、
避
難
指
示
が
出
さ

れ
た
時
避
難
の
判
断
を
す
る

と
思
う
。
各
家
庭
で
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
確
認
の
周
知
を
。

総
務
課
長

　
出
水
期
前
に
マ
イ
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
の
作
成
を
含
め
防
災

に
対
す
る
啓
発
を
行
っ
た
。

マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
作
成
の

上
で
も
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

確
認
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

▽
質
問

　
防
災
教
育
の
中
で
、
子
ど

も
達
自
身
の
手
に
よ
り
、
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
自
分
の
家

を
印
し
て
、
家
族
で
防
災
の

こ
と
を
話
題
に
し
て
も
ら
う

と
い
う
考
え
は
。

教
育
長

　

防
災
教
室
で
児
童
生
徒

と
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
共
有

し
、
自
宅
の
位
置
を
確
認
す

る
取
り
組
み
を
行
い
実
践
し

て
い
る
。

▽
質
問

　

自
主
防
災
会
の
連
絡
協

議
会
の
立
ち
上
げ
を
提
案
す

る
。総

務
課
長

　
自
主
防
災
会
の
取
り
組
み

や
課
題
を
共
有
し
て
い
く
必

要
は
あ
る
。
現
在
は
自
治
会

イ
コ
ー
ル
自
主
防
災
会
で
あ

り
、
区
長
会
を
通
じ
共
有
し

て
い
る
。

▽
質
問

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
今
後

の
防
災
情
報
発
信
・
受
信
の

ツ
ー
ル
と
し
て
役
目
を
も
た

せ
た
い
と
思
う
が
。

総
務
課
長

　
災
害
時
に
音
声
放
送
で
積

極
的
な
情
報
発
信
を
し
て
い

る
。
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
唯

一
の
手
段
と
せ
ず
に
、
多
く

の
情
報
入
手
手
段
を
確
保
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

▽
質
問

　

12
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
、
気
象

庁
の
発
表
す
る
雨
雲
の
動
き

や
予
想
雨
量
な
ど
気
象
情

報
を
放
映
す
る
こ
と
は
可
能

三
み

浦
うら

喜
き

久
く

夫
お

か
。総

務
課
長

　
高
森
に
特
化
し
た
も
の
で

は
な
く
、
飯
伊
地
域
の
情
報

を
配
信
す
る
こ
と
は
可
能
。

▽
質
問

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
避
難

情
報
や
気
象
情
報
が
見
ら

れ
る
態
勢
を
整
備
し
て
お
く

こ
と
は
、
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ

ン
を
持
た
な
い
方
た
ち
の
避

難
判
断
に
つ
な
が
る
と
思
う

が
。総

務
課
長

　
町
民
の
皆
さ
ん
全
員
に
情

報
を
届
け
る
こ
と
が
出
来
る

手
段
を
確
保
す
る
た
め
に
、

時
代
に
合
っ
た
方
法
を
研
究

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
戸

別
受
信
機
な
ど
研
究
も
進
め

て
い
く
。

７月３０日　町の防災対策会議

（注）

　
正
常
性
バ
イ
ア
ス

　
災
害
時
な
ど
「
ま
た
か・・」

「
こ
こ
は
大
丈
夫
」「
自
分
に

は
関
係
な
い
」
な
ど
と
過
少
評

価
し
、
逃
げ
遅
れ
の
要
因
と
な

る
人
の
特
性
。
社
会
心
理
学
、

災
害
心
理
学
な
ど
で
使
用
さ
れ

る
心
理
学
用
語
。

（注）
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一 

般 

質 

問

地
域
に
と
っ
て
天
伯
峡
ほ
た
る
は

▽
質
問

　
３
年
前
、
町
の
予
算
編
成

に
あ
た
り
議
会
提
案
で
ホ
タ

ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
設
置
を

提
案
し
た
。

　
現
在
の
状
況
と
効
果
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
現
在
、
信
州
大
学
藤
山
先

生
に
指
導
を
お
願
い
し
て
お

る
。
本
年
６
月
14
日
来
町
さ

れ
現
地
視
察
、
管
理
委
員
会

役
員
の
皆
さ
ん
に
直
接
指
導

を
戴
い
た
。

▽
質
問

　
北
小
学
校
に
お
け
る
ホ
タ

ル
学
習
は
現
在
ど
の
よ
う
に

行
わ
れ
、
ど
ん
な
効
果
が
生

ま
れ
て
い
る
の
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
ホ
タ
ル
の
飼
育
だ
け
で
は

な
く
子
供
た
ち
が
自
分
の
住

む
地
域
を
知
り
、
愛
着
を
感

じ
ま
た
、
環
境
教
育
だ
け
で

は
な
く
地
域
の
皆
さ
ん
と
の

交
流
を
通
じ
、
地
域
に
関
心

を
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。

▽
質
問

　
人
事
交
流
の
目
的
は
。

副
町
長

　
派
遣
研
修
は
職
員
の
自
主

性
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
の
育

成
と
と
も
に
、
先
進
的
高
度

な
専
門
知
識
や
技
術
を
習
得

す
る
手
段
で
は
有
効
だ
。

▽
質
問

　
今
後
も
人
事
交
流
は
継
続

し
て
い
く
の
か
。

副
町
長

　
人
事
交
流
は
今
後
も
継
続

し
て
い
く
。

▽
質
問

　
天
伯
峡
ほ
た
る
祭
り
、
末

永
く
続
け
て
い
く
に
は
子
ど

も
中
心
の
お
祭
り
が
い
い
と

考
え
る
が
。

教
育
長

　
今
年
度
ホ
タ
ル
祭
り
が
中

止
に
な
っ
た
こ
と
で
、
山
吹

保
育
園
で
は
山
吹
区
役
員
の

皆
さ
ん
を
招
待
し
、
独
自
の

ほ
た
る
祭
り
を
行
っ
た
り
ま

た
、
北
小
学
校
で
は
、
ホ
タ

ル
太
鼓
を
運
動
会
に
披
露
す

る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

　

子
供
た
ち
に
と
っ
て
ホ
タ

ル
祭
り
は
、
な
く
て
は
な
ら

な
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

▽
質
問

　

天
伯
峡
ホ
タ
ル
を
守
っ
て

い
く
に
は
多
く
の
皆
さ
ん
が

係
わ
り
、
関
心
を
も
っ
て
も

ら
う
う
こ
と
が
大
事
だ
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
今
後
、
環
境
水
道
課
が
進

め
る
「
い
き
も
の
し
ら
べ
」

と
の
連
携
を
含
め
地
域
の
大

切
な
資
源
を
守
る
活
動
を
子

供
、
保
護
者
と
一
緒
に
取
り

組
ん
で
い
く
よ
う
に
検
討
し

て
い
く
。

小
こだ

平
いら

　一
かずひろ

博

北小　ホタル学習

人事交流により読み易く見易くなった広報

教
育
長

天
伯
峡
ほ
た
る
は
町
、地
域
の
宝
だ

人事交流の効果は
副町長 多様な視点で町づくりに貢献できる
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一 

般 

質 

問

介護報酬上乗せ分に補助を

▽
質
問

　

６
月
１
日
、
厚
生
労
働

省
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
と
し
て
、
介

護
保
険
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業
所

に
、
介
護
報
酬
の
上
乗
せ

を
臨
時
的
に
認
め
る
「
特
例

措
置
」
を
通
知
し
た
。
こ
の

特
例
の
内
容
を
平
易
に
言
う

と
、
事
業
者
が
利
用
者
に
、

新
型
コ
ロ
ナ
で
事
業
収
入
が

減
っ
て
い
る
の
で
、
国
が
介

護
サ
ー
ビ
ス
料
を
多
く
取
っ

て
も
い
い
と
い
っ
て
い
る
が

良
い
か
、
と
聞
い
て
、
利
用

者
が
仕
方
が
な
い
と
思
っ
て

同
意
す
れ
ば
、
割
り
増
し
の

介
護
報
酬
を
算
定
、
つ
ま
り

請
求
で
き
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。

町の支援制度もあり当面様子を見る

　
つ
ま
り
、
厚
生
労
働
省
の

特
例
措
置
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の

事
業
所
の
減
収
を
利
用
者
に

押
し
つ
け
る
こ
と
で
埋
め
合

わ
せ
る
と
い
う
理
不
尽
な
も

の
と
考
え
る
。
町
は
、
こ

の
特
例
措
置
に
つ
い
て
、
ど

う
い
う
考
え
を
持
っ
て
い
る

か
。健

康
福
祉
課
長

　
こ
の
特
例
措
置
は
、
負
担

増
を
含
め
た
事
前
の
説
明
が

条
件
で
あ
る
と
と
も
に
、
利

用
者
が
同
意
し
な
け
れ
ば
適

用
は
さ
れ
な
い
。
今
後
、
２

０
２
５
年
問
題
を
目
前
に
控

え
、
介
護
職
不
足
も
懸
念

さ
れ
る
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
と
い
う
未
知

の
経
験
に
対
し
、
事
業
所
や

職
員
を
支
え
る
た
め
に
も
、

ご
理
解
い
た
だ
け
る
皆
様
に

は
、
こ
の
期
間
、
助
け
て
い

た
だ
く
こ
と
も
や
む
を
得
な

い
と
考
え
て
い
る
。

▽
質
問

　
飯
田
市
は
、
飯
伊
民
医
連

な
ど
の
要
望
に
よ
り
、
特
例

措
置
を
算
定
し
な
い
事
業
者

に
、
介
護
報
酬
の
上
乗
せ
額

分
に
相
当
す
る
補
助
金
を
、

今
年
７
月
か
ら
来
年
３
月
ま

で
を
対
象
に
交
付
す
る
こ
と

を
決
め
た
。
高
森
町
で
同

様
の
措
置
の
実
施
を
提
案
す

る
。町

長

　

事
業
所
に
対
す
る
助
成

は
、
各
自
治
体
に
よ
り
多
様

な
考
え
方
が
あ
る
と
思
う
。

当
町
に
お
い
て
は
、
事
業
者

に
は
コ
ロ
ナ
対
策
費
の
実
額

を
補
助
し
て
い
る
。
利
用
者

に
つ
い
て
は
、
平
成
12
年
介

護
保
険
制
度
発
足
以
来
、
安

小
こだいら

平　芳
よしゆき

幸

介護の拠点 高森町社会福祉協議会（やすらぎ荘）

町長

町
立
保
育
園
保
育
士
の
正
規
化
は

教
育
長

民
営
化
が
進
み
全
ク
ラ
ス
正
規
の
環
境
に

▽
質
問

　
２
０
１
３
年
に
、
町
立
保

育
園
で
各
年
齢
に
最
低
１
名

の
正
規
職
員
を
置
く
よ
う
要

望
し
た
。
町
で
は
検
討
さ

れ
、
実
現
し
た
。
今
後
の

正
規
職
員
と
非
正
規
職
員
の

人
数
配
分
に
つ
い
て
の
考
え

方
は
。

教
育
長

　
新
吉
田
河
原
保
育
園
の
開

園
、
新
み
つ
ば
保
育
園
の
民

営
化
が
進
ん
で
い
き
、
正
規

職
員
の
保
育
士
が
全
ク
ラ
ス

の
担
任
を
担
え
る
、
そ
う
い

う
環
境
に
なって
い
く
予
定
。

心
介
支
援
金
制
度
を
実
施
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
面
は

様
子
を
見
た
い
。
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一 

般 

質 

問

平
和
事
業
今
後
の
運
営
方
針
は

▽
質
問

　
こ
れ
か
ら
の
平
和
を
希
求

す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
環
境・

資
源
・
経
済
・
人
種
問
題
な

ど
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら

の
対
応
が
必
要
と
考
え
る
。

　
31
回
と
い
う
事
業
継
続
は

長
期
故
に
情
勢
の
変
化
か
ら

反
省
・
問
題
点
な
ど
が
生
じ

て
く
る
の
で
は
と
思
う
が
、

今
後
の
運
営
方
針
は
。

教
育
長

　
町
民
の
皆
様
と一体
と
な
っ

て
世
界
の
恒
久
平
和
に
貢
献

教
育
長

途
切
れ
る
こ
と
な
く
後
世
に
伝
え
て
い
く

し
て
い
く
た
め
に
こ
の
事
業

を
継
続
す
る
。
戦
争
の
実
相

と
平
和
の
尊
さ
を
途
切
れ
る

こ
と
な
く
後
世
に
伝
え
て
い

く
。

▽
質
問

　
広
島
を
訪
れ
る
こ
と
に
よ

り
平
和
の
認
識
を
新
た
に
す

る
と
し
て
も
、
被
害
を
受

け
た
側
か
ら
の
一
面
と
し
て

の
認
識
と
な
る
の
で
は
な
い

か
。教

育
委
員
会
事
務
局
長

　
そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
・
経
験

に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
、
こ
の

事
業
で
ど
う
感
じ
何
を
思
っ

た
の
か
は
、
参
加
さ
れ
た

方
々
の
心
の
中
に
答
え
が
あ

る
の
で
は
と
考
え
る
。

▽
質
問

　
過
去
31
回
の
感
想
文
を
読

ん
で
み
る
と
、
惨
場
を
見
て

被
害
を
受
け
た
側
か
ら
の
主

張
が
大
半
を
占
め
て
い
る
。

　

戦
争
は
、
被
害
と
加
害

の
両
面
性
が
必
ず
存
在
す

る
。
こ
の
両
面
性
に
つ
い
て

認
識
す
る
時
間
を
設
け
た
ら

ど
う
か
と
考
え
る
が
、
見
解

を
求
め
る
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
8
月
の
平
和
月
間
に
合
わ

せ
、
満
蒙
開
拓
平
和
記
念
館

長
、
寺
澤
秀
文
氏
を
招
い
て

講
演
会
を
実
施
し
た
。
満
蒙

開
拓
の
歴
史
、
戦
争
の
加
害

と
被
害
の
両
面
に
向
き
合
い

戦
争
の
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
が

平
和
を
学
ぶ
こ
と
な
ど
の
話

を
い
た
だ
い
た
。

　
平
和
推
進
事
業
を
継
続
し

て
い
く
立
場
と
し
て
、
戦
争

の
歴
史
や
背
景
を
学
ぶ
こ
と

だ
け
で
は
な
く
、
継
続
的
に

振
り
返
り
を
行
う
こ
と
が
重

要
で
次
年
度
以
降
の
平
和
事

業
に
生
か
し
て
い
く
。

▽
質
問

　
戦
争
と
い
う
全
体
像
を
認

識
し
た
上
で
の
広
島
で
な
い

と
広
島
が
部
分
化
す
る
こ
と

に
な
り
か
ね
な
い
。
自
己

目
的
化
し
た
広
島
行
で
は
な

く
、
平
和
を
再
認
識
す
る
た

め
の
広
島
行
と
考
え
る
。
そ

の
た
め
に
は
、
で
き
る
限
り

講
習
会
・
勉
強
会
を
経
て
次

期
使
節
団
に
引
き
継
ぎ
を
す

る
こ
と
を
提
案
す
る
が
、
見

解
を
求
め
る
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
小
学
校
・
中
学
校
で
も
、

生
徒
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
自

分
自
身
の
学
び
が
深
ま
る
よ

湯
ゆ

沢
ざわ

　健
たけひこ

彦

う
な
学
習
を
進
め
て
い
る
。

　

今
後
、
広
島
平
和
の
か

け
は
し
使
節
団
派
遣
事
業
に

向
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
、

学
び
を
さ
れ
た
上
で
、
ま
た

平
和
学
習
と
し
て
事
前
学
習

会
、
講
演
会
な
ど
で
よ
り
学

び
を
深
め
、
今
年
度
実
施
し

た
「
思
い
出
し
会
」
な
ど
次

の
派
遣
団
へ
引
き
継
い
で
い

く
と
い
っ
た
取
り
組
み
が
必

要
だ
と
考
え
て
い
る
。

第1回報告書　　　　　　　　　　　　　　　　第31回報告書
平和の願いをさらに先へ
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一 

般 

質 

問

行政手続のデジタル化の取組は

▽
質
問

　

骨
太
方
針
２
０
２
０
で

は
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
国

は
来
年
度
か
ら
集
中
的
に
予

算
化
す
る
と
し
て
い
る
。
こ

の
予
算
を
活
用
し
デ
ジ
タ
ル

化
・
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
進
め

る
チ
ャ
ン
ス
と
考
え
る
が
。

総
務
課
長

　

コ
ロ
ナ
禍
で
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
た
デ
ジ
タ
ル

化・オ
ン
ラ
イ
ン
化
で
す
が
、

将
来
、
感
染
症
が
終
息
し
た

社
会
は
そ
れ
が
当
た
り
前
の

社
会
と
考
え
る
。
町
も
国
の

方
針
に
沿
っ
て
対
応
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
財
源
確
保

も
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
な
の

で
積
極
的
に
推
進
し
た
い
。

▽
質
問

　
オ
ン
ラ
イ
ン
化
等
の
効
果

を
最
大
限
に
高
め
る
た
め
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取

得
を
、
今
ま
で
以
上
に
推
進

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
。健

康
福
祉
課
長

　
消
費
活
性
化
対
策
で
９
月

か
ら
始
ま
っ
た
マ
イ
ナ
ポ
イ

ン
ト
や
、
来
年
３
月
か
ら
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
健
康

保
険
証
と
し
て
利
用
可
能
と

な
る
た
め
、
こ
の
機
会
に
多

く
の
方
に
取
得
し
て
も
ら
う

よ
う
推
進
し
た
い
。

▽
質
問

　
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
、

ひ
い
て
は
行
政
の
効
率
化
を

高
め
る
と
考
え
る
が
。

総
務
課
長

　
書
面
や
押
印
、
対
面
主
義

か
ら
の
脱
却
等
、
国
の
方
針

で
も
謳
わ
れ
て
お
り
、
法
律

な
ど
に
基
づ
く
整
理
は
国
で

進
め
ら
れ
て
い
る
。
町
単
独

で
対
応
で
き
る
内
容
に
つ
い

て
は
、順
次
実
施
し
て
い
く
。

▽
質
問

　
住
民
の
負
担
を
軽
減
し
、

役
場
に
行
か
な
く
て
も
い

い
、
待
た
な
く
て
も
い
い
、

そ
の
よ
う
な
役
場
の
変
革
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
る
が
。

総
務
課
長

　
目
的
は
町
民
の
皆
さ
ん
の

利
便
性
の
向
上
で
す
。
国
の

状
況
も
随
時
確
認
し
な
が
ら

も
、
町
独
自
で
実
施
で
き
る

内
容
に
つ
い
て
は
研
究
を
進

め
、早
期
実
現
を
図
り
た
い
。

▽
質
問

　
申
請
主
義
を
改
め
、
個
々

の
住
民
か
ら
の
同
意
を
得

て
、
こ
れ
か
ら
の
情
報
を
解

析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
人

ひ
と
り
の
町
民
に
合
っ
た
情

報
提
供
、
お
知
ら
せ
等
が
、

デ
ジ
タ
ル
化
・
オ
ン
ラ
イ
ン

化
で
可
能
に
な
る
と
考
え
る

が
。総

務
課
長

　
行
政
手
続
き
の
内
容
は
、

宮
みやした

下　浩
こう

二
じ

個
人
個
人
で
異
な
る
た
め
、

例
え
ば
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
利
用
し
、
ネ
ッ
ト

上
で
必
要
な
行
政
手
続
き
な

ど
登
録
頂
く
こ
と
が
で
き
れ

ば
、一人
ひ
と
り
に
合
っ
た
情

報
提
供
は
十
分
可
能
と
考
え

る
。

▽
質
問

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
、
医
療
、
教
育
、

仕
事
な
ど
東
京
一
極
集
中
の

要
因
と
な
っ
て
い
た
も
の
が

リ
モ
ー
ト
化
さ
れ
、
地
方
分

散
の
き
っ
か
け
は
で
き
た
と

考
え
る
が
。

町
長

　

デ
ジ
タ
ル
化
や
オ
ン
ラ
イ

ン
化
は
、
あ
く
ま
で
町
民
の

皆
様
が
快
適
に
生
活
す
る

た
め
の
手
段
と
と
ら
え
、
人

と
人
の
つ
な
が
り
と
デ
ジ
タ

ル
化
や
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
共

存
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
よ
っ

て
、
多
く
の
皆
様
に
高
森
町

を
選
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

目
指
し
て
い
き
た
い
。

行政手続きのデジタル化・オンライン化を検討する地方自治体

進めることは大変重要と考える町長
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一 

般 

質 

問

国
が
認
め
た
上
乗
せ 

全
額
町
負
担
で

▽
質
問

　
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
に
よ

り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

の
経
営
は
悪
化
し
て
い
る
。

国
は
、
経
営
支
援
の
た
め
、

通
常
と
は
異
な
る
介
護
報

酬
の
算
定
（
上
乗
せ
請
求
）

を
可
能
と
す
る
通
達
を
し

た
。
町
内
で
、
こ
の
通
達
に

当
て
は
ま
る
事
業
所
は
何
事

業
所
あ
る
か
。
ま
た
、
上

乗
せ
請
求
の
割
合
・
上
乗
せ

請
求
し
て
い
な
い
事
業
所
数

は
。

町
長

介
護
事
業
所
支
援
は
町
独
自
制
度
を
展
開

健
康
福
祉
課
長

　
通
所
系
事
業
所
は
6
事
業

所
、
短
期
入
所
系
事
業
所
は

4
事
業
所
と
な
る
。
上
乗

せ
請
求
の
割
合
は
、
通
所
系

サ
ー
ビ
ス
32
％
・
短
期
入
所

系
サ
ー
ビ
ス
74
％
。
上
乗
せ

請
求
を
し
て
い
な
い
事
業
所

は
通
所
系
4
事
業
所
・
短
期

入
所
系
2
事
業
所
と
な
っ
て

い
る
。

▽
質
問

　
今
年
度
の
4
～
6
月
の
介

護
請
求
額
は
、
前
年
同
期
と

比
較
し
て
ど
う
か
。
ま
た
、

そ
の
原
因
を
ど
う
分
析
す
る

か
。健

康
福
祉
課
長

　
通
所
系
は
、
4
月
95
％
・

5
月
１
０
７
％
・
6
月
1
０

６
％
で
あ
り
需
要
は
伸
び
て

い
る
。

短
期
入
所
系
は
、4
月
67
％・

5
月
85
％
・
6
月
79
％
で
あ

り
、
施
設
側
の
利
用
制
限
に

よ
り
大
き
く
割
り
込
ん
で
い

る
。

▽
質
問

　
飯
田
市
で
は
、
国
の
上
乗

せ
請
求
に
対
し
て
、

①
事
業
者
は
利
用
者
に
対
し

て
、
上
乗
せ
請
求
す
る

明
確
な
根
拠
を
示
せ
な

い
。

②
利
用
者
も
自
己
負
担
の
増

額
に
同
意
す
る
必
要
が
あ

る
。

③
同
意
し
た
利
用
者
と
、
同

意
し
な
い
利
用
者
と
で
不

公
平
が
生
じ
る
。

④
上
乗
せ
請
求
に
よ
っ
て
給

付
限
度
額
を
超
え
た
場

合
は
、
利
用
者
の
10
割

負
担
と
な
る
と
の
課
題
を

あ
げ
て
い
る
。

　
町
当
局
は
、
上
乗
せ
請
求

を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て

い
る
か
。

健
康
福
祉
課
長

　
事
業
所
か
ら
利
用
者
に
対

し
て
丁
寧
に
説
明
さ
れ
て
お

り
、
苦
情
も
な
く
、
こ
の
こ

と
で
利
用
を
取
り
や
め
た
方

も
い
な
い
。

▽
質
問

　
飯
田
市
は
8
月
の
臨
時
会

で
、
上
乗
せ
請
求
を
算
定

し
て
い
な
い
事
業
者
に
対
し

て
、
上
乗
せ
請
求
で
算
定

で
き
る
全
額
を
市
で
補
助
す

る
こ
と
を
議
決
し
て
い
る
。

金
額
は
８
１
０
０
万
円
で
あ

り
、
全
額
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
で
賄
っ
て
い
る
。

北
きたざわ

沢　幸
さち

保
ほ

　
当
町
で
も
、
利
用
者
負
担

を
さ
せ
ず
、
飯
田
市
同
様
、

加
算
部
分
を
全
額
町
で
補
助

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長

　
介
護
事
業
所
の
支
援
に
つ

い
て
は
、
町
と
し
て
独
自
の

補
助
制
度
を
今
展

開
し
て
い
る
。
利

用
者
の
負
担
に
つ

い
て
は
、
安
心
介

護
支
援
金
で
、
多

い
人
は
6
割
補
助

を
し
て
い
る
。
残

り
4
割
に
つ
い
て

ど
う
す
る
か
検
討

さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。

▽
要
望

　
飯
田
市
の
制
度

は
、
利
用
者
負

担
が
な
く
、
事
業

所
を
支
援
す
る
全

国
初
の
制
度
と
し

て
、
い
く
つ
か
の

新
聞
や
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

で
も
取
り
上
げ
ら

れ
た
。
合
理
的
で

有
効
な
制
度
と
し
て
全
国
に

好
評
価
が
広
が
っ
て
い
る
。

当
町
も
飯
田
市
に
倣
い
、
約

１
０
０
０
万
円
の
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
を
使
っ
て
、
介

護
保
険
事
業
所
の
支
援
を
す

る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。全国初として注目される飯田市の制度（作図 北沢）
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一 

般 

質 

問

町が個別避難計画のリーダーに

▽
質
問

　

災
害
時
福
祉
避
難
所
の

設
置
運
営
に
関
す
る
協
定
締

結
先
と
の
、
相
談
と
準
備

が
必
要
だ
。
災
害
時
の
連

絡
系
統
、
相
談
体
制
の
整

備
等
は
万
全
か
。
浸
水
、

土
砂
災
害
危
険
区
域
の
事
業

所
に
は
、
特
に
優
先
的
で
早

急
な
準
備
対
応
が
求
め
ら
れ

る
。
管
理
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
整
備
を
進
め
、
事
業
者
と

町
の
連
携
を
。

健
康
福
祉
課
長

　
協
定
を
実
効
性
の
あ
る
も

の
に
す
る
た
め
に
、
ベ
ッ
ド

の
数
、
職
員
体
制
な
ど
事
前

協
議
が
必
要
。
ま
た
、
事
業

所
へ
も
受
け
入
れ
訓
練
、
職

員
へ
の
周
知
徹
底
な
ど
を
お

願
い
し
て
い
く
。
浸
水
、
土

健康福祉課長 本人家族中心に専門員等の力添えで

砂
災
害
危
険
区
域
に
あ
る
事

業
所
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
避
難

計
画
が
策
定
さ
れ
、
避
難
訓

練
も
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、

連
携
を
密
に
し
て
い
き
た

い
。

　
各
福
祉
避
難
所
に
物
資
は

備
蓄
さ
れ
て
い
る
が
、
状
況

に
応
じ
て
供
給
を
考
え
て
い

き
た
い
。
福
祉
避
難
所
と
連

携
を
強
め
、
事
前
協
議
等
も

進
め
て
ま
い
り
た
い
。

▽
質
問

　

町
民
の
声
を
聞
く
と
、

避
難
行
動
要
支
援
者
へ
の
対

応
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
町

が
と
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

阿
智
村
で
は
村
が
主
体
と
な

り
、
要
支
援
者
台
帳
を
基

に
、
保
健
師
が
要
支
援
家

庭
を
訪
問
。
そ
の
中
で
優

先
順
位
を
決
め
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
や
民
生
児
童
委
員
と

も
相
談
し
な
が
ら
、
個
別
の

避
難
計
画
づ
く
り
を
進
め
て

い
る
と
の
こ
と
。
当
町
で
も

災
害
時
に
避
難
が
予
測
さ
れ

る
地
域
を
優
先
に
、
取
り
組

み
を
。

健
康
福
祉
課
長

　

個
別
避
難
計
画
の
策
定

は
、
介
護
支
援
専
門
員
、

町
、
民
生
児
童
委
員
の
手
を

借
り
な
が
ら
、
本
人
、
家
族

が
実
情
に
応
じ
て
作
る
。
今

年
度
、
防
災
講
演
会
を
各
地

区
で
開
催
し
、
ま
ず
は
地
域

の
防
災
に
対
す
る
意
識
を
高

め
、
地
区
の
要
請
に
よ
り
町

職
員
も
お
手
伝
い
し
た
い
。

▽
質
問

　
自
治
会
加
入
・
未
加
入
に

よ
る
、
避
難
行
動
や
支
え

あ
い
の
支
障
が
な
く
な
る
方

林
はやし

　まゆみ

策
を
、
町
全
体
で
考
え
る
こ

と
が
大
切
で
は
な
い
か
。
ま

た
、
支
え
合
い
の
し
く
み
の

相
談
先
は
。

町
長

　
災
害
発
生
時
の
避
難
な
ど

は
、
自
治
組
織
に
対
し
、
自

治
組
織
へ
の
加
入
、
未
加
入

な
ど
を
一
切
意
識
し
て
い
た

だ
か
な
い
よ
う
に
お
願
い
し

て
お
り
、
自
治
組
織
の
皆
様

も
ご
理
解
い
た
だ
い
て
い
る

と
思
う
。

健
康
福
祉
課
長

　
要
支
援
者
、
支
援
者
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
は
、
本
人
、
家

族
、
町
、
町
社
会
福
祉
協
議

会
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
民
生
児

童
委
員
等
が
、
そ
の
ニ
ー
ズ

や
生
活
上
の
課
題
を
抽
出

し
、
ど
ん
な
関
わ
り
が
必
要

か
な
ど
考
え
て
い
き
た
い
。

相
談
は
、
健
康
福
祉
課
福
祉

係
が
受
け
、
町
社
会
福
祉
協

議
会
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と一緒
に
考
え
て
い
く
。

災害時福祉避難所のひとつ(やすらぎ荘)
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分科会終了後の全体会

議
会
の
う
ご
き

 手に取り読んでみたくなる「議会だより」へ　　 　　　　　　　　

 いただいたご意見を活かします
　　　　　　　　　　　　　　　　　　議会だよりモニター会議開く

北
部
５
町
村
で
県
へ
陳
情

8
月
6
日 

下
伊
那
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
町
村
議
会
議
員
研
修
会

　
本
年
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

例
年
開
催
の
講
演
会
は
中
止

と
な
り
、
各
町
村
議
会
か
ら

提
出
さ
れ
た
県
議
会
へ
の
要

望
書
案
を
3
分
科
会
で
審
査

し
ま
し
た
。

　
分
科
会
に
高
森
町
議
会
か

ら
4
件
の
要
望
書
案
を
提
出

し
ま
し
た
。

　
『
総
務
・
教
育
』
分
科
会

へ
は
、「
市
町
村
業
務
効
率

化
の
た
め
の
w
e
b
会
議
及

び
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
に
つ
い

て
」。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用

す
る
こ
と
に
よ
り
学
校
教

育
、
行
政
事
務
の
効
率
化
を

提
案
し
ま
し
た
。
他
町
村
か

ら
も
事
務
効
率
化
は
日
頃
か

ら
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
な

ど
賛
同
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　
『
社
会
』
分
科
会
へ
は
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
つ
い
て
」。
今

後
新
た
な
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
対
応
す
る
た
め
に
も
、
病

　

７
月
13
日
に
７
名
の
モ
ニ

タ
ー
さ
ん
に
出
席
い
た
だ
き

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
症
対
策
の
た
め
延
期
し
て

い
た
議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー

会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。
議

会
側
は
、
正
副
議
長
、
議
会

運
営
委
員
長
、
総
務
民
生
・

産
業
建
設
両
常
任
委
員
長
、

正
副
議
会
だ
よ
り
編
集
特
別

委
員
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
議
会
の
概
要
・
議
会
だ
よ

り
モ
ニ
タ
ー
の
任
務
・
議
会

だ
よ
り
の
編
集
に
つ
い
て
説

明
し
ま
し
た
。

　
議
会
だ
よ
り
は
、「
高
森
町

議
会
報
発
行
規
則
」
に
沿
っ

て
、
２
つ
の
常
任
委
員
会
か

ら
３
名
ず
つ
選
出
さ
れ
た
委

員
で
構
成
す
る
編
集
特
別
委

員
会
と
議
会
事
務
局
が
担
当

し
、
年
４
回
の
議
会
定
例
会

ご
と
に
議
会
報
と
し
て
発
行

し
て
い
ま
す
。

　
モ
ニ
タ
ー
の
任
務
は
、
年

４
回
お
願
い
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
へ
の
回
答
と
年
１
回
の
議

会
と
の
意
見
交
換
会
へ
出
席

い
た
だ
く
こ
と
で
す
。

床
の
確
保
と
空
床
時
の
費
用

補
償
、
ま
た
感
染
時
対
応
可

能
な
病
院
の
確
保
を
提
案
し

ま
し
た
。

　
『
産
業
・
建
設
』
分
科
会

へ
は
、「
国
道
１
５
３
号
下

伊
那
北
部
地
区
へ
の
再
整
備

に
つ
い
て
」
と
「
里
山
の
竹

林
整
備
に
係
る
支
援
制
度
の

拡
充
に
つ
い
て
」。
国
道
整

備
は
期
成
同
盟
会
も
立
ち
上

げ
ら
れ
て
お
り
共
通
の
課
題

と
し
て
、
ま
た
竹
林
整
備
に

つ
い
て
も
土
砂
災
害
、
環
境

整
備
の
要
請
と
し
て
提
案
し

ま
し
た
。

　
な
お
各
分
科
会
に
は
県
関

係
機
関
か
ら
助
言
者
が
同
席

さ
れ
、
疑
問
・
不
明
点
な
ど

に
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
５
町
村
議
会
か
ら
提
出
さ

れ
た
議
題
14
件
は
す
べ
て
採

択
。
下
伊
那
北
部
ブ
ロ
ッ
ク

町
村
議
会
と
し
て
9
月
県
議

会
へ
陳
情
し
ま
し
た
。

（
湯
沢　
記
）

　

議
会
側
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
に
対
し
て
、
各
委
員
会

で
回
答
し
、
議
会
運
営
や
議

会
だ
よ
り
の
編
集
に
活
か
し

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
回
答
は
、
モ

ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
に
お
返
し

す
る
と
共
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
ま
す
。

　
会
議
の
中
で
、
モ
ニ
タ
ー
さ

ん
か
ら
、「
議
員
の
仕
事
は
議

決
で
あ
る
。
町
民
が
知
り
た

い
の
は
、
案
件
の
内
容
、
委

員
会
な
ど
で
の
質
疑
、
意
見

で
あ
る
。
そ
の
報
告
は
し
て

欲
し
い
。」
と
の
ご
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー

ト
の
ご
意
見
は
、「
紙
面
の
改

善
」
や
「
議
会
改
革
」
な
ど

に
活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
モ
ニ
タ
ー
報
告
書
の
全
文

は
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：「
組

織
で
探
す
」→「
町
議
会
」→

「
高
森
町
議
会
」→「
議
会
だ

よ
り
モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
」で
公
開
し
て
い
ま
す
。　

                                         

　
　
　
　
　
　
　
（
原　
記
）                                                         
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い
る
。
報
償
は
少
い
が
、
良

い
提
案
は
き
ち
ん
と
採
用
す

る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て

い
る
。

 

質
問 　
提
出
さ
れ
た
「
コ

ロ
ナ
の
影
響
を
見
込
ん
だ
資

金
繰
り
表
」
で
は
、
見
積
り

と
実
績
の
差
が
大
き
い
。
見

積
り
は
精
査
し
、
支
出
の
実

は
可
能
と
判
断
し
た
。
経
営

者
と
し
て
常
勤
の
理
事
長
を

置
き
、
経
営
経
験
豊
富
な
副

理
事
長
と
筆
頭
理
事
が
サ

ポ
ー
ト
す
る
新
体
制
で
健
全

経
営
に
乗
り
出
し
た
。

　
社
員
に
は
経
営
改
善
へ
の

協
力
を
依
頼
し
、
内
部
外
部

の
研
修
を
重
ね
、
業
務
意
欲

の
向
上
を
図
っ
た
。

 

質
問 　
料
理
の
質
を
高
め

る
こ
と
と
、
食
材
コ
ス
ト
、

社
員
の
心
持
ち
が
ど
う
関
連

す
る
の
か
。
 

理
事
長 　

料
理
コ
ス
ト

は
、
料
理
の
素
晴
ら
し
さ

（
料
理
の
質
）
と
食
材
コ
ス

ト
の
和
で
あ
る
。
食
材
コ
ス

ト
は
、
一
流
の
料
理
店
で
も

低
く
抑
え
る
の
が
業
界
の
常

だ
が
、
た
か
も
り
温
泉
は
高

か
っ
た
。
低
い
材
料
費
で
お

客
様
に
感
動
を
与
え
ら
れ
る

料
理
を
提
供
す
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
客
足
も
伸
び
、
利

益
確
保
に
つ
な
が
る
。
そ
の

重
要
性
を
全
社
員
に
認
識
し

て
も
ら
っ
た
。

委
員
会
か
ら
報
告
し
ま
す

たかもり温泉 経営改善にむけて
まちづくり振興公社との懇談会　　  産業建設委員会

　
８
月
20
日
、
産
業
建
設
委

員
会
は
、
高
森
町
ま
ち
づ
く

り
振
興
公
社
と
、
信
州
た
か

も
り
温
泉
の
経
営
に
つ
い
て

懇
談
会
を
持
ち
ま
し
た
。
趣

旨
は
、
た
か
も
り
温
泉
の
今

年
４
月
か
ら
の
新
体
制
下
で

の
経
営
の
経
過
、
お
よ
び
今

後
の
取
り
組
み
な
ど
で
す
。

振
興
公
社
か
ら
は
、
前
島
理

事
長（
兼
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）、

堀
副
理
事
長
、
北
城
筆
頭
理

事
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。
主

な
内
容
を
掲
載
し
ま
す
。

 

質
問 　
新
体
制
で
具
体
的

に
何
が
ど
う
変
わ
っ
た
の

か
。

 

筆
頭
理
事 　
今
ま
で
、
町

が
赤
字
を
見
て
く
れ
る
無
借

金
会
社
で
あ
る
こ
と
で
危
機

意
識
が
希
薄
だ
っ
た
。
ま
た

経
営
者
が
非
常
勤
で
、
経
営

的
な
感
覚
が
現
場
に
伝
わ
ら

ず
、
経
営
改
善
の
意
識
が
低

か
っ
た
。

　
そ
こ
か
ら
経
営
状
況
の
精

査
・
検
証
や
、
飯
伊
地
域
の

他
の
温
泉
施
設
の
分
析
な
ど

を
徹
底
的
に
行
い
、
黒
字
化

新
体
制
の
経
営

感
動
を
与
え
る
料
理

改
善
提
案
の
実
現

コ
ロ
ナ
禍
で
の
見
通
し

今
後
は
プ
ラ
ン
を
拡
大

 

質
問 　
改
善
提
案
の
状
況

は
。

 

理
事
長 　
４
月
以
降
90
件 

の
提
案
が
あ
っ
た
。
例
え
ば

安
全
の
た
め
階
段
に
滑
り
止

め
を
設
置
、
客
室
冷
蔵
庫
で

の
サ
ー
ビ
ス
復
活
、
地
元
の

花
を
皆
で
持
ち
寄
っ
て
客
を

も
て
な
す
な
ど
、
現
場
な
ら

で
は
の
提
案
が
活
か
さ
れ
て

績
は
範
囲
内
に
収
め
る
の
が

経
営
で
は
な
い
か
。

 

理
事
長 　
コ
ロ
ナ
禍
で
の

見
積
り
は
根
拠
と
な
る
デ
ー

タ
が
無
く
難
し
い
。
実
績
は

可
能
な
限
り
減
額
し
た
結
果

で
あ
る
。
今
後
資
金
繰
り
表

以
上
に
厳
し
く
な
る
可
能
性

は
あ
る
。

 

副
理
事
長 　
コ
ロ
ナ
だ
か

ら
こ
の
ま
ま
で
良
い
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
。
幸
い
経
営

を
良
く
し
て
行
こ
う
と
い
う

社
員
の
マ
イ
ン
ド
は
落
ち
て

お
ら
ず
、
自
ら
営
業
に
歩
い

た
り
、
ア
イ
デ
ア
を
出
し
た

り
が
継
続
で
き
て
い
る
。

 

質
問 　
温
泉
が
変
わ
っ
た

こ
と
の
Ｐ
Ｒ
と
今
後
の
計
画

は
。

 

筆
頭
理
事 　
利
用
者
へ
の

メ
ー
ル
、
近
隣
企
業
へ
の
訪

問
活
動
な
ど
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
る
。
ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
開
設
を
見
据
え
、
素

泊
ま
り
や
日
帰
り
観
光
の
拠

点
と
な
る
よ
う
な
プ
ラ
ン
を

加
え
て
い
き
た
い
。

（
小
平　
記
）

懇親の趣を配意してのコロナ対策の膳席づくり（一例）
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①避難所ごとの運用マニュアルに沿った疑似体験訓練なども、有事の際には円滑な避難所

運営につながる。訓練指示など行政の一歩踏み出した指示が必要。　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【令和元年９月定例会】

②自治会運営と防災の役割分担を明確にすることで、地域防災力の向上につながる。防災
意識の高い人材を育てることを提案したい。　　　　　　　  【令和元年１２月定例会】

①行政のできることとして、啓発活動や地域の取り組み支援を踏まえ、災害が起こる前
の防災への取り組みも、今後進めてまいりたい。　　　　　（９月定例会：総務課長）

②飯田ボランティアセンターの大蔵先生を講師に招き、町内数か所で講演会を計画したい。
様々な手段により継続して防災に対する意識啓発を図っていく。　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１２月定例会：総務課長）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　自分の身は自分で守る行動を
　各地区から防災計画を提出いただいた。令和２年度は、７地区で大蔵先生を招いての
講演会を実施。令和３年度は全町２１地区で、講演会と地区防災計画について話し合い
を実施する予定。そのことによって、避難マニュアルの見直しなどについても意識が高
まるものと考えている。
　また、避難準備や避難勧告も必要な状況となれば町民の生命を守ることを第一に速や
かに出し、防災に対する町民意識を高めるとともに、自分の身は自分で守る（自助）と
いう行動につなげていきたい。 （木下　記）

委
員
会
か
ら
報
告
し
ま
す
・
追
跡

町
内
初
の
認
定
こ
ど
も
園

白
百
合
福
祉
会
と
の
懇
談
会
　
総
務
民
生
委
員
会

　
６
月
19
日
、
社
会
福
祉
法

人
白
百
合
福
祉
会
か
ら
、
吉

田
河
原
保
育
園
と
吉
田
保
育

園
と
の
統
合
保
育
園
の
計
画

に
つ
い
て
報
告
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
統
合
保
育
園
の
開
設
は
、

令
和
４
年
４
月
と
し
、
町
内

で
は
初
め
て
の
「
認
定
こ
ど

も
園
」
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
定
員
は
１
５
５
人
で
、

未
満
児
56
人
、
保
育
園
児
78

人
、
幼
稚
園
児
21
人
を
受
け

入
れ
ま
す
。
幼
稚
園
児
は
、

保
護
者
が
働
い
て
い
な
く
て

も
入
園
で
き
ま
す
。
保
育
自

体
は
、
保
育
園
児
と
幼
稚
園

児
を
同
じ
ク
ラ
ス
で
行
い
、

認
定
こ
ど
も
園
の
特
色
を
活

か
し
た
保
育
を
行
い
ま
す
。

幼
稚
園
児
は
14
時
30
分
ま
で

の
保
育
時
間
で
す
が
、
延
長

保
育
は
可
能
。
職
員
は
、
園

長
・
保
育
士
・
事
務
員
・
調

理
員
を
含
め
33
人
程
度
に
な

る
と
の
説
明
で
し
た
。

　

主
な
質
疑
を
紹
介
し
ま

す
。

 

質
問 　
未
満
児
の
受
け
入

れ
体
制
は
。

 

回
答 　
吉
田
河
原
保
育
園

で
も
未
満
児
を
断
る
こ
と
な

く
受
け
入
れ
て
き
た
。
そ
の

方
向
性
を
維
持
し
た
い
。

 

質
問 　
保
育
を
担
当
す
る

者
の
資
格
は
。

 

回
答 　
３
歳
以
上
児
を
担

当
す
る
に
は
幼
稚
園
教
諭
の

免
許
が
必
要
。

 

質
問 　

保
育
士
の
確
保

は
。

 

回
答 　
実
習
の
受
け
入
れ

を
通
じ
て
の
新
規
採
用
、
潜

在
保
育
士
の
確
保
な
ど
町
と

相
談
し
て
進
め
た
い
。

 

質
問 　

事
業
の
補
助
率

は
。

 

回
答 　
補
助
割
合
は
、
国

１
／
２
、
事
業
者
１
／
４
、

町
１
／
４
で
、
補
助
基
本
額

は
定
員
で
上
限
が
あ
る
。

（
北
沢　
記
） 統合保育園のイメージ図
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12

表 紙 の 写 真

　田園と工業団地が共存している下市田河原
に、新たに工場・企業が進出。また、リニアガイド
ウェイ製作・保管ヤードとして整備されることから
も、その変貌は著しいものがあります。今後高森
町の姿はどのように変化していくのでしょうか。

みみ んん なな のの 声声

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
子
ど
も
達

の
一
生
懸
命
頑
張
る
姿
か
ら
勇

気
と
感
動
を
も
ら
っ
て
い
た
小
中

学
校
の
音
楽
会・
運
動
会・
文
化

祭
等
の
行
事
が
大
幅
に
縮
小
、削

減
さ
れ
寂
し
く
思
っ
て
い
る
。
し

か
し
、一
番
我
慢
を
し
て
い
る
の

は
子
ど
も
達
。こ
の
状
況
の
中
で

も
今
す
べ
き
、今
出
来
る
事
を
頑

張
っ
て
い
る
健
気
で
素
晴
ら
し
い

未
来
の
宝
を
一
人
も
も
れ
な
く
応

援
し
た
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
だ
。

　

子
ど
も
達
の
安
全
を
守
る

為
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
一
環
で
登

下
校
時
の
危
険
箇
所
点
検
が
あ

　

埼
玉
か
ら
嫁
に
来
て
17
年

に
な
り
ま
し
た
。
も
と
か
ら
山

に
登
る
事
や
季
節
が
移
り
変

わ
る
風
景
を
見
る
の
が
好
き

な
の
で
、
私
に
と
っ
て
高
森

町
は
魅
力
あ
る
素
晴
ら
し
い

町
で
す
。
空
気
や
水
が
美
味

し
い
事
、
地
域
の
人
が
優
し

い
事
、
お
祭
り
や
行
事
が
沢

山
あ
る
事
な
ど
、
ど
れ
を
取
っ

て
も
素
晴
ら
し
い
と
感
じ
て

い
ま
す
。
で
す
が
最
近
は
地

区
行
事
が
削
減
さ
れ
た
り
若

い
人
の
参
加
が
少
な
く
な
っ

て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

いつまでも住みたい　
高森町である為に

一人ももれなく
　皆が幸せである町に　

吉田  宮
み や

下
し た

  房
ふ さ

子
こ

さん山吹  安
あ ん

藤
ど う

佐
さ

智
ち

子
こ

さん

る
。
数
年
間
上
げ
て
も
修
繕
さ

れ
な
か
っ
た
出
砂
原
歩
道
橋
の
ボ

ロ
ボ
ロ
な
階
段
を
町
に
相
談
す
る

と
、
数
週
間
で
修
繕
さ
れ
安
心
し

て
歩
け
る
よ
う
に
。
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
が
高
額
で
2
回

接
種
が
負
担
だ
と
相
談
す
る
と

補
助
し
て
く
れ
る
よ
う
に
。
コ
ロ

ナ
給
付
金
10
万
円
も
い
ち
早
く

高
森
町
で
支
給
出
来
る
よ
う
に

し
て
く
れ
た
。
本
当
に
あ
り
が
た

い
。
先
の
見
通
せ
な
い
社
会
に

あ
っ
て
困
っ
て
い
る
一
人
に
寄
り

添
い
希
望
の
光
を
届
け
続
け
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
る
。

子
育
て
支
援
も
充
実
し
て
い

る
こ
と
も
あ
り
共
働
き
が
増

え
て
参
加
し
に
く
い
環
境
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
若
い
世
代
の
絆
を
深

め
て
お
く
こ
と
は
今
後
の
高

齢
化
問
題
に
も
深
く
影
響
す

る
と
思
い
ま
す
。
高
森
町
の

魅
力
を
最
大
限
に
活
か
し
、

老
若
男
女
問
わ
ず
に
地
域
活

動
に
更
に
積
極
的
に
な
れ
る

よ
う
自
分
自
身
も
力
に
な
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
何

歳
に
な
っ
て
も
住
み
た
い
高

森
町
で
あ
る
た
め
に
も
。

▼
議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
の

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
る

様
々
な
ご
意
見
は
そ
の
評
価

が
分
か
れ
ま
す
▼
ま
た
、
ご

要
望
も
多
岐
に
渡
る
と
こ

ろ
か
ら
、
い
か
に
取
り
入
れ

た
ら
よ
い
の
か
今
回
も
侃か
ん
か
ん侃

諤が
く
が
く諤
の
編
集
会
議
と
な
り
ま

し
た
。
多
様
な
ご
意
見
、
要

望
な
ど
は
取
捨
選
択
す
る
こ

と
に
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し

て
い
ま
す
▼
ご
意
見
・
要
望

な
ど
を
い
か
に
選
択
し
、
反

映
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
の

編
集
は
難
し
さ
と
の
葛
藤
と

な
り
ま
す
▼「
議
会
だ
よ
り
」

の
使
命
を
念
頭
に
置
き
読
者

に
読
ま
れ
る「
議
会
だ
よ
り
」

と
し
て
、
期
待
を
込
め
て
№

１
４
５
を
お
届
け
し
ま
す
。

（
湯
沢　
記
）

モ
ニ
タ
ー
さ
ん
か
ら
の
一
言

  

「
議
会
だ
よ
り
」
№
１
４
４
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
い
た

だ
い
た
ご
意
見
の一部
を
紹
介
し
ま
す
。

 

・
特
集
記
事
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
」

「
予
算
が
明
示
さ
れ
て
お
り
分
か
り
や
す
く
良
い

と
思
う
。
反
面
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
で
は
多
大
な
予

算
が
か
か
る
事
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
。」

 

・
議
会
だ
よ
り
の
編
集

「
そ
も
そ
も
、
議
会
だ
よ
り
は
『
カ
タ
イ
』。
見
出

し
や
タ
イ
ト
ル
を
や
わ
ら
か
く
、
や
さ
し
い
表
現

に
。日
常
会
話
の
よ
う
な
表
現
が
必
要
と
感
じ
る
。

住
民
が
関
心
を
も
つ
案
件
に
絞
り
込
ん
で
編
集
、

掲
載
読
み
や
す
く
す
る
こ
と
が
大
事
で
、
町
民
と

対
話
す
る
議
会
を
通
し
て
、
議
会
だ
よ
り
へ
反
映

さ
せ
て
ほ
し
い
で
す
。」

　　
こ
の
他
の
感
想
・
意
見
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
下
さ
い
。（
検
索
方
法
は
19
ペ
ー
ジ
参
照
）


